
3
No.1003
毎月2回1日・15日発行

March 2016

広報

☎（代表）0987-72-1111
お知らせ版

自
転
車
を
“
う
ま
く
” 

乗
り
ま
し
ょ
う

　

小
学
校
を
卒
業
し
、
中
学
校
の

生
活
が
始
ま
る
と
、
自
転
車
通
学

に
変
わ
る
人
が
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
。
保
護
者
の
方
は
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
以
下

の
事
項
を
注
意
し
な
が
ら
子
ど
も

と
話
す
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

①
信
号
無
視

②�

通
行
禁
止
違
反
（
標
識
に
よ
り

通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
道
路

の
通
行
）

③�

歩
行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両

の
義
務
違
反
（
徐
行
違
反
）

④�

通
行
区
分
違
反
（
原
則
車
道
、

左
側
通
行
）

⑤�

路
側
帯
通
行
時
の
歩
行
者
の
通

行
妨
害
（
左
側
路
側
帯
通
行
時

歩
行
者
妨
害
）

⑥�

遮
断
機
が
下
り
た
踏
切
へ
の
立

ち
入
り

⑦�

交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反

（
左
方
優
先
）

⑧�

交
差
点
で
の
優
先
道
路
通
行
車

の
妨
害
（
右
折
時
の
直
進
車
・

左
折
車
妨
害
）

⑨�

指
定
場
所
一
時
不
停
止
違
反

⑩�

歩
道
通
行
時
の
通
行
方
法
違

反
（
指
定
部
分
通
行
・
車
道
寄

り
・
歩
行
者
優
先
）

森
林
環
境
税
の
課
税
期
間
を 

５
年
間
延
長
し
ま
す

　

県
で
は
、
森
林
環
境
の
保
全
に

関
す
る
施
策
の
財
源
と
す
る
た
め

平
成
18
年
４
月
か
ら
森
林
環
境
税

を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
期

の
課
税
期
間
が
平
成
27
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回
、

課
税
期
間
を
平
成
32
年
度
ま
で
５

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

税
額
は
、
個
人
が
年
額
５
０
０
円
、

法
人
が
均
等
割
額
の
５
％
相
当
額

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
税
を
活
用
し
て
、「
県

民
の
理
解
と
参
画
」「
公
益
的
機

能
の
重
視
」「
資
源
の
循
環
利
用
」

の
３
つ
の
柱
に
よ
り
、
森
林
づ
く

り
に
関
す
る
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
第
３
期
で
は
、

こ
の
３
つ
の
柱
に
「
森
林
を
守
り

育
む
次
代
の
人
づ
く
り
」
を
新
た

な
柱
に
加
え
、
乳
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
全
て
の
世
代
を
通
じ
た
森
林

環
境
教
育
や
木
育
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

宮
崎
の
豊
か
な
森
林
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
環
境
森
林

課
み
や
ざ
き
の
森
林
づ
く
り
推

進
室
☎
０
９
８
５

－

26

－

７�

１�
５�
３

配
慮
を
し
な
い
こ
と
」（
例
え
ば
視

覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
書
類
を
渡

す
だ
け
で
読
み
上
げ
な
い
な
ど
）

が
差
別
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
０
２
・
５
０
４
）

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る 

お
知
ら
せ

　

４
月
26
日
（
予
定
）
よ
り
本
城

地
区
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、
携

帯
電
話
の
新
し
い
電
波
の
利
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
電
波
の

利
用
開
始
に
伴
い
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
の
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る

恐
れ
の
あ
る
ご
家
庭
に
は
３
月
中

旬
か
ら
順
次
、
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
ま
す
。

　

影
響
が
出
た
場
合
は
、
一
般
社

団
法
人
７
０
０
М
Ｈ
ｚ
利
用
推
進

協
議
会
が
無
償
で
回
復
作
業
を
行

い
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
７
０
０
Ｍ
Ｈ

ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

－

７
０
０

－

０
１
２

狂
犬
病
予
防
注
射
を 

受
け
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

に
１
回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
愛
犬
や
人
間
、
そ
の
他
の
動

物
を
狂
犬
病
か
ら
守
る
た
め
で
す
。

　

串
間
市
で
は
、
毎
年
、
春
と
秋

に
各
地
域
を
巡
回
し
、
集
合
注
射

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
の
注
射

日
程
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広

報
く
し
ま
４
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
場
所
、

良
い
時
間
に
必
ず
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
３

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の 

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の 

施
行
に
つ
い
て

　

こ
の
法
律
は
、
行
政
機
関
や
民

間
事
業
者
に
よ
る
「
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
」
を
禁
止
す
る
事

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」

（
例
え
ば
障
が
い
が
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て

も
ら
え
な
い
な
ど
）
と
「
合
理
的

お
知
ら
せ
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●�

日
時
＝
３
月
25
日
（
金
）
開
場

午
後
６
時
半
、
開
演
午
後
７
時

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●�

料
金
＝
２
，
０
０
０
円
（
全
席

自
由
席
）
※�

高
校
生
以
下
無
料

●�

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
四
季
彩
館
ほ

り
ぐ
ち
本
店
・
西
浜
店
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
串
間
ふ
れ
あ
い

坂
店
、
串
間
市
文
化
会
館

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
文
化

会
館
☎
72

－

６
３
３
３

玉
璧
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

　

日
向
国
那
珂
郡
今
町
か
ら
出
土

し
た
と
さ
れ
る
「
玉
璧
」
に
つ
い

て
、
田
中
靖
基
さ
ん
と
共
に
研
究

し
ま
す
。

●�

日
時
＝
３
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

●�

会
場
＝
中
央
公
民
館
集
合

※�

現
地
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
櫛
間

古
玉
璧
研
究
会
（
川
崎
さ
ん
）

☎
72

－

６
８
０
０

国
税
専
門
官
採
用
試
験 

受
験
者
募
集

●�

受
験
資
格

①�

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

②�

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
次
に
掲
げ
る
方

・�

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

・�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

●�

試
験
の
程
度
＝
大
学
卒
業
程
度

●�

申
込
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
（
原
則
）

　

�

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

�（http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

）

※�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
金
）
か
ら
４
月
13
日
（
水
）

ま
で
（
受
信
有
効
）

②�

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込

み
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

込
み
が
で
き
な
い
場
合
に
限
る
）

※�

申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
金
）
か
ら
４
月
４
日
（
月
）

ま
で
（
４
日
（
月
）
ま
で
の
通

信
日
付
印
有
効
）。

●�

一
次
試
験
日
時
＝
５
月
29
日

（
日
）

●�

申
込
先
＝
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
所
管
す
る
国
税
局

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
人
事
院
人�

材
局
試
験
課
☎
03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１
②
熊
本
国
税
局
人�

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０�

９�

６

－

３
５
４

－

６
１
７
１
③
日

南
税
務
署
☎
22

－

３
６
７
１

リ
フ
ォ
ー
ム
実
習
科 

受
講
生
募
集

　

初
心
者
向
け
に
２
カ
月
間
、
く

ぎ
打
ち
か
ら
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
使

い
方
、
床
壁
な
ど
の
張
り
替
え
な

ど
を
実
習
し
て
学
び
ま
す
。
そ
の

後
継
続
す
る
方
に
は
、
家
財
道
具

な
ど
の
自
由
工
作
も
指
導
し
ま
す
。

●�

受
講
期
間
＝
４
月
２
日
（
土
）

開
講　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
職
業
訓
練
校

●�

受
講
料
＝
４
，
０
０
０
円
／
月

自
由
工
作
材
料
費
は
別
途

●�

申
込
期
限
＝
４
月
１
日
（
金
）

※�

定
員
10
名
に
な
り
次
第
締
切

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
職
業
訓

練
校
☎
22

－

２
６
３
３

介
護
職
員
初
任
者
研
修 

受
講
生
募
集

　

実
際
に
介
護
に
携
わ
る
う
え
で
、

必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
介
護
・
福
祉
業
界
で

働
く
た
め
に
取
得
し
て
お
き
た
い

資
格
で
す
。
ま
た
、
一
般
教
育
給

付
金
の
対
象
者
は
資
格
取
得
後
に

受
講
料
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●�

受
講
期
間
＝
４
月
７
日
（
木
）

～
８
月
１
日（
月
）　

毎
週
月
・

木
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
後
６

時
半
～
午
後
９
時
半

●�

場
所
＝
日
南
職
業
訓
練
校

●�

費
用
＝
８�

３
，
４
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
税
込
）

※�

分
割
払
い
も
可

●�

申
込
期
限
＝
４
月
４
日
（
月
）

※�

定
員
15
名
に
な
り
次
第
締
切

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
職
業
訓

練
校
☎
22

－

２
６
３
３

串
間
温
泉
い
こ
い
の
里 

定
休
日
の
誤
り
に
つ
い
て

　

広
報
く
し
ま
３
月
号
22
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
、
い
こ
い
の
里
定
休

日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、『
定
休
日
：
３
月

16
日
（
水
）』
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①�

人
権
相
談
＝
４
月
11
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
・
市
役

所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

年
金
相
談
＝
４
月
７
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
・
市
役

所
３
階
大
会
議
室

※�

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
予

約
（
１
カ
月
前
か
ら
可
）
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

予
約
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
15
分

持
参
す
る
も
の

　

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
の

電
話
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど

◇�

委
任
状
（
本
人
以
外
の
方
が
代

理
相
談
す
る
場
合
）

※�

委
任
状
は
便
せ
ん
な
ど
に
❶
代

理
人
の
氏
名
・
住
所
・
本
人
と

の
関
係
❷
依
頼
す
る
方（
本
人
）

の
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
❸
依
頼
内
容
を

記
入
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
場
合
、
代
理
の
方
の
身
分

（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

委
任
状
は
市
民
生
活
課
年
金
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他

※�

請
求
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
総
合
政
策
課
協
働
推
進
係

　

☎
内
線
３
３
５

②
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

すくすく
のびのび

（平成25年８月27日生）
新
にい

名
な

 美
み

頼
らい

ちゃん

休日在宅医
  月　 日 医 療 機 関 診　療　科 電　話

4月３日 にいな内科・循環器科 内・循・呼 71-1711

4月10日 英医院 内科 74-1187

4月17日 本城診療所 内科 75-1234

4月24日 谷村内科医院 内科 72-4786

4月29日 中島医院 内科・小児科 72-5202

日曜給油店
  月 　日 給 油 店 名

4月３日 酒井串間店・井上大束店・井手都井店

4月10日 片平本町店・三協西小路店・津曲北方店・井手都井店

4月17日 井上仲町店・井手産商串間店・井手都井店

4月24日 谷口本町店・坂元串間店・井上大束店・井手都井店

＊�休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくは
テレフォンサービス（☎23-9999）にて必ずご確認ください。
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お手伝いがしたい時期で、
子ども用の包丁を使って料
理をしたりする美頼。ただ、
やらないでいいことまでや
ってしまうので後片付けは
大変です。最近は話ができ
るようになり、コミュニケ
ーションをとれるのがうれ
しいです。将来は自立した
子に育ってほしいですね。

新
にい

名
な

 純
じゅん

さん・直
なお

美
み

さんの長女
（福島地区・上郡元）

⑪�

制
動
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）
不
良

自
転
車
運
転

⑫�
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
運

転
し
事
故
を
起
こ
し
た
ケ
ー
ス

な
ど
の
安
全
運
転
義
務
違
反

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
６

九
州
電
力
か
ら 

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚

や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
こ
い
の
ぼ
り
や
釣

り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く

の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
電
力
株�

式
会
社
日
南
営
業
所
☎
０
１
２�

０

－

９
８
６

－

７
０
６

こ
と
ば
の
教
室
の
ご
案
内

　

こ
と
ば
が
う
ま
く
出
な
い
、
発

音
が
気
に
な
る
、
ど
も
る
、
つ
ま

る
、
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
、
お

子
さ
ん
の
言
葉
の
こ
と
で
心
配
な

こ
と
が
あ
る
方
。「
こ
と
ば
の
教

室
」
で
は
発
語
の
訓
練
や
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
毎
週
水
曜
日

　

�

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

の
う
ち
の
40
分
間

※�

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

●�

対
象
者
＝
発
語
に
不
安
の
あ
る

未
就
学
の
お
子
さ
ん

●�

利
用
料
＝
無
料

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉�

事
務
所
自
立
支
援
係
☎
72

－

０�

３
３
３

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
を 

開
催
し
ま
す

　

県
内
企
業
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
に
県
外
３
会
場
で
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
程
お
よ
び
会
場

▽
東
京
＝�

４
月
３
日
（
日
）�

東
京
交
通
会
館

▽
福
岡
＝�

４
月
10
日
（
日
）�

天
神
ビ
ル

▽
大
阪
＝�

４
月
16
日
（
土
）�

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル

●�

開
催
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
正
午
～
）

●�

対
象
者

①�

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
一
般

求
職
者

②�

平
成
29
年
３
月
大
学
な
ど
の
卒

業
予
定
者

※�

②
に
つ
い
て
は
企
業
概
要
の
説

明
の
み

●�

参
加
企
業
＝
県
内
に
事
業
所
な

ど
を
有
し
、
県
内
で
就
業
す
る

人
材
を
募
集
す
る
企
業
（
参
加

企
業
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

●�

参
加
料
＝
無
料
（
申
込
不
要
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
地
域
雇
用�

対
策
室
☎
０
９
８
５

－

26

－

７�

１
０
５

第
５
回
福
島
川 

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

桜
づ
つ
み
ロ
ー
ド
で
桜
を
眺
め

な
が
ら
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
３
月
26
日
（
土
）
午
前

８
時
半
集
合

※�

雨
天
時
は
3
月
27
日
（
日
）

●�

集
合
場
所
＝
蔵
元
橋
駐
車
場

●�

参
加
費
＝
３
０
０
円

●�
申
込
＝
事
前
申
込
不
要

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ（
中
川
さ
ん
）

☎
72

－

３
５
４
８

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
コ
ン
サ
ー
ト 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

杉
山
清
貴
、
中
孝
介
、
沢
田
知

可
子
の
３
名
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
生
の
歌
声
を
聴
き
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談

お
詫
び
と
訂
正

募
　
集
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署
だ
よ
り

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

　

全
国
で
は
多
く
の
子
ど
も
が

何
も
知
ら
ず
無
防
備
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
悪
質
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
、
詐
欺

や
脅
迫
な
ど
の
犯
罪
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
を
な

く
す
た
め
、
子
ど
も
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
購
入

す
る
際
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●�

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

と
は
？

　

悪
質
な
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を

遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
各
携
帯
電
話
会
社
で

利
用
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
え
る
よ
う

に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
他
に
も
ト
ラ
ブ
ル
が
…

　

犯
罪
の
他
に
も
、
メ
ー
ル
で

の
悪
口
や
、
い
た
ず
ら
し
た
写

真
の
投
稿
な
ど
か
ら
の
ト
ラ
ブ

ル
が
絶
え
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ネ
ッ
ト
の
使
用
ル
ー

ル
を
子
ど
も
と
決
め
ま
し
ょ
う
。

東
北
大
震
災
か
ら
５
年

　

東
北
大
震
災
で
は
、
地
震
や

津
波
で
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
近
い
将
来
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震
で

は
、
串
間
市
で
も
大
き
な
被
害

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

災
害
が
起
き
た
と
き
の
た
め

の
対
策

・�

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確

認
す
る
。

・�

倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
に
家
具

の
置
き
方
を
工
夫
す
る
。

・�

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
非
常
用

バ
ッ
グ
を
準
備
す
る
。

・�

最
低
３
日
分
の
食
料
、
飲
料

な
ど
の
備
蓄
を
し
て
お
く
。

・�

家
族
の
安
否
確
認
方
法
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
。

環
境

地
い の ち

球の
メッセージ

エコな予防を！
　まだまだ用心したいインフルエンザ
や風邪。手洗い・うがいを毎日続けて
いても乾燥する日が続くと、ウイルス
も生存しやすくなります。そこで大切
なのは、小まめな加湿です。
　加湿する手段として加湿器がありま
すが、電気代がかかってしまうデメ
リットがあります。しかし、まったく
電気を使わないエコ加湿器があります。

専用フィルターに水を注げば自然蒸発
の十数倍の加湿力があり、音もなく静
かな自然気化式の加湿器です。コンパ
クトで机の上や枕元などに置ける機能
性に優れたタイプもあります。
　できるだけエネルギーとお金をかけ
ず、体に優しいエコな予防を心掛けた
いですね。
●�問い合わせ先
　市民生活課生活環境係☎内線２５３

健
康

心
の
サ
イ
ン 

気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
26
年
度
に
全
国
で
約
２

万
５
千
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
交
通
死
亡
事

故
で
亡
く
な
る
方
の
約
５
倍
で
す
。

県
全
体
で
は
２
６
５
人
の
方
が
、

串
間
市
に
お
い
て
は
７
人
の
方
が

命
を
絶
つ
選
択
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
原
因
の
多
く
は
一
人
で
抱

え
込
み
や
す
い
健
康
問
題
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
最
近
元
気
が
な

い
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
た
な
ど
の
変
化
が
あ
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
？
一
人
ひ
と
り
が
心

の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
み
ん
な
で

支
え
る
こ
と
で
自
殺
は
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
串
間
市
で
は
相
談
窓
口
（
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
☎

71

－

１
５
７
８
）
を
設
け
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
サ
イ
ン
受
け
取
り

ま
す
。

「
心
の
サ
イ
ン
　
感
じ
た
ら
」

警察署
だより

問い合わせ先
串間警察署
☎72ー0110

医療介護課健康増進係☎72ー0333（内線510）問い合わせ先

健康通信じゃがじゃが

お
知
ら
せ
版


